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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期
第３四半期
累計期間

第17期
第３四半期
累計期間

第16期

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成25年３月31日

自 平成25年７月１日
至 平成26年３月31日

自 平成24年７月１日
至 平成25年６月30日

売上高 (千円) 4,853,818 6,879,484 7,091,933

経常利益 (千円) 438,058 663,906 628,399

四半期(当期)純利益 (千円) 558,888 558,976 724,458

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 781,488 995,231 994,291

発行済株式総数 (株) 93,568 20,671,200 103,206

純資産額 (千円) 2,062,122 2,970,617 2,646,098

総資産額 (千円) 7,196,981 11,346,884 8,540,230

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 31.68 27.07 39.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 30.59 27.07 38.40

１株当たり配当額 (円) － 4.00 1,500.00

自己資本比率 (％) 28.5 26.2 31.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △667,095 △1,073,367 △1,691,315

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △33,150 △787,089 △13,321

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 694,540 1,780,517 2,497,104

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,215,655 1,933,888 2,013,828
 

 

回次
第16期
第３四半期
会計期間

第17期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日

自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.50 12.10
 

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。
    ２  持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。
   ３ 当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っておりますが、前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期(当期)純利益金額及び潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

 当第３四半期累計期間において、当社において営まれる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期における世界経済は、景気持ち直しの気運が見え始めた米国経済やユーロ圏経済に対し

て減速傾向が鮮明となった中国経済という枠組みのなか、泥沼化するシリア情勢、不安定なタイ・台湾

情勢に加え、ウクライナにおけるロシアの介入等、政治的には多くのリスク要因が存在しております。

一方、我が国経済は、消費税増税を控えた駆け込み需要や2020年オリンピック・パラリンピック開催

や賃金アップへの期待があるなか、外国人投資家の売り越しによる株価低迷や決まらないTPP交渉、韓

国や中国との関係悪化など、若干停滞ぎみに推移いたしました。

当社の事業領域であります不動産業界におきましては、消費税増税前の高額物件に対する積極的な不

動産購入や金融機関の不動産融資の積極化が続く一方、建設コストの上昇は止まらず、不動産価格の上

昇を期待した流通不動産の減少は続いております。

当社の基軸事業である投資用ワンルームマンションの販売は引続き堅調で、在庫不足が続いておりま

すが、将来の用地購入の厳しさも続いております。

このような事業環境にありまして、当社は建設コスト上昇による売上総利益率の減少傾向に対応する

ため、新規開発物件の購入をより積極的に進める一方、2015年２月竣工の「アジールコフレ新中野」の

分譲準備を開始いたしております。

当第３四半期累計におきましては、投資用ワンルームマンション７棟の戸別決済333戸、買取再販に

よる分譲用コンパクトマンション３戸及び共同事業による土地転売２件を売上計上いたしております。

この結果、当第３四半期累計期間における当社の業績は、売上高6,879百万円（前年同四半期比

41.7％増）、営業利益814百万円（前年同四半期比53.8％増）、経常利益663百万円（前年同四半期比

51.6％増）、四半期純利益558百万円（前年同四半期比0.0％増）となりました。 売上高・営業利益・

経常利益の大幅な向上に対して四半期純利益が変わらない要因は前年同期に△161百万円でありました

法人税等調整額が49百万円になり、合わせて210百万円四半期純利益を引き下げる方向に働いたことに

よるものであります。

各事業内容別の業績は以下のとおりであります。なお、当社は、「第４ 経理の状況 １ 四半期財務

諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおり、投資用・分譲用マンションの開発・仕入及び

販売を主体とする不動産事業の単一セグメントであるため、不動産事業内容別に記載しております。

（不動産開発販売）
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投資用ワンルームマンション７棟（333戸）の売却及び共同事業による土地売却２物件を合わせまし

て、不動産開発販売の売上高合計は6,643百万円（前年同四半期比39.1％増）となりました。

（不動産仕入販売）

分譲用コンパクトマンションの買取再販による１棟（3戸）の売却により、不動産仕入販売の売上高

合計は162百万円（前年同四半期の売上高はありません）となりました。

（その他）

不動産仲介及び不動産賃貸業等により、その他売上高合計は73百万円（前年同四半期比7.1％減）と

なりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産残高は、前期末に比べ2,806百万円増加し、11,346百万円となりま

した。これは主として販売用不動産が923百万円、仕掛販売用不動産が1,070百万円及び有形固定資産が

767百万円それぞれ増加したことによるものであります。

負債は、前期末に比べ2,482百万円増加し、8,376百万円となりました。これは主として買掛金が452

百万円、短期借入金が260百万円、１年内返済予定の長期借入金が648百万円及び長期借入金が1,097百

万円それぞれ増加したことによるものであります。

純資産は、前期末に比べ324百万円増加し、2,970百万円となりました。これは主として四半期純利益

を558百万円計上する一方で、237百万円の利益剰余金の配当を実施したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期末に比べ79百万

円減少し、1,933百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により支出した資金は、1,073百万円（前年同四半期は667百万円の支出）となりました。こ

れは主に、税引前四半期純利益や仕入債務の増加を計上する一方、たな卸資産の増加により資金が減少

したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は、787百万円（前年同四半期は33百万円の支出）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による資金の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動により獲得した資金は、1,780百万円（前年同四半期は694百万円の獲得）となりました。こ

れは主に、不動産開発事業に関する新規借入金の調達により資金が増加した一方で、販売用不動産の売

却に伴う長期借入金の返済や配当金の支払により資金が減少したことによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期累計期間において、該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

(注) 平成25年７月１日付で１株を200株に株式分割しており、それに伴い定款の変更を行い、発行可能株式総数を

320,000株から64,000,000株へ変更いたしました。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年５月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,671,200  
 東京証券取引所  
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 20,671,200  ― ―
 

(注) 平成25年７月１日付で１株を200株に株式分割しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年１月１日～
平成26年３月31日
(注)

30,000 20,671,200 940 995,231 940 395,443

 

(注)　新株予約権の行使による増加であります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
20,670,500

206,705 ―

単元未満株式 700 ― ―

発行済株式総数 20,671,200 ― ―

総株主の議決権 ― 206,705 ―
 

(注)１ 平成25年７月１日付で１株を200株に株式分割しております。

　　２ 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成してお

ります。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成26年１月１日か

ら平成26年３月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年７月１日から平成26年３月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年６月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,045,828 1,991,888

販売用不動産 － 923,970

仕掛販売用不動産 6,061,599 7,132,152

仕掛品 － 1,154

繰延税金資産 152,000 103,000

その他 96,907 198,473

流動資産合計 8,356,335 10,350,639

固定資産

有形固定資産 112,826 880,091

無形固定資産 1,027 851

投資その他の資産 70,042 115,301

固定資産合計 183,895 996,244

資産合計 8,540,230 11,346,884

負債の部

流動負債

買掛金 209,712 662,342

短期借入金 － 260,000

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 2,759,041 3,407,829

リース債務 2,714 7,651

未払法人税等 62,683 33,001

賞与引当金 － 21,538

その他 223,515 241,956

流動負債合計 3,277,668 4,654,319

固定負債

社債 80,000 70,000

長期借入金 2,523,862 3,621,383

リース債務 11,532 25,342

その他 1,070 5,222

固定負債合計 2,616,464 3,721,947

負債合計 5,894,132 8,376,266

純資産の部

株主資本

資本金 994,291 995,231

資本剰余金 492,418 493,359

利益剰余金 1,157,820 1,479,423

自己株式 － △14

株主資本合計 2,644,530 2,967,999

新株予約権 1,567 2,617

純資産合計 2,646,098 2,970,617

負債純資産合計 8,540,230 11,346,884
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成25年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 4,853,818 6,879,484

売上原価 3,769,321 5,524,597

売上総利益 1,084,497 1,354,886

販売費及び一般管理費 555,095 540,492

営業利益 529,401 814,393

営業外収益

受取利息 141 243

その他 428 931

営業外収益合計 569 1,175

営業外費用

支払利息 69,489 125,285

支払手数料 17,621 25,179

雑損失 4,801 1,197

営業外費用合計 91,912 151,662

経常利益 438,058 663,906

税引前四半期純利益 438,058 663,906

法人税、住民税及び事業税 40,170 55,930

法人税等調整額 △161,000 49,000

法人税等合計 △120,829 104,930

四半期純利益 558,888 558,976
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成25年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 438,058 663,906

減価償却費 7,582 13,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 17,574 21,538

株式交付費 4,336 －

受取利息及び受取配当金 △141 △243

支払利息 69,489 125,285

売上債権の増減額（△は増加） 1,512 －

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,421,853 △1,995,602

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,581 △19,672

仕入債務の増減額（△は減少） 379,190 452,629

その他 △85,876 △122,220

小計 △602,708 △861,379

利息及び配当金の受取額 141 243

利息の支払額 △66,717 △129,955

法人税等の支払額 2,189 △82,277

営業活動によるキャッシュ・フロー △667,095 △1,073,367

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △57,000 △89,000

定期預金の払戻による収入 24,000 54,000

有価証券の売却による収入 － 739

有形固定資産の取得による支出 － △752,328

その他 △150 △500

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,150 △787,089

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 139,000 260,000

社債の償還による支出 － △10,000

長期借入れによる収入 2,024,600 3,601,000

長期借入金の返済による支出 △1,547,386 △1,854,691

リース債務の返済による支出 － △5,593

株式の発行による収入 145,516 1,737

自己株式の処分による収入 20,459 －

自己株式の取得による支出 － △14

配当金の支払額 △86,669 △211,921

その他 △979 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 694,540 1,780,517

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,704 △79,940

現金及び現金同等物の期首残高 1,221,360 2,013,828

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,215,655 ※ 1,933,888
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 
(追加情報)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成25年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成26年３月31日)

現金及び預金 1,271,655千円 1,991,888千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △56,000千円 △58,000千円

現金及び現金同等物 1,215,655千円 1,933,888千円
 

 

EDINET提出書類

株式会社アーバネットコーポレーション(E04069)

四半期報告書

12/16



　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年７月１日 至 平成25年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月９日
臨時取締役会

普通株式 86,864 2,000.00 平成24年６月30日 平成24年９月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

　　　 該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　当第３四半期累計期間において、新株予約権の行使により、資本金が76,405千円、資本準備金が

76,405千円増加し、当第３四半期会計期間末において資本金が781,488千円、資本準備金が181,701千円

となっております。

 

当第３四半期累計期間(自 平成25年７月１日 至 平成26年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月11日
定時取締役会

普通株式 154,809 1,500.00 平成25年６月30日 平成25年９月27日 利益剰余金

平成25年12月12日
定時取締役会

普通株式 82,564 4.00 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

　　　 該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　　 該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、投資用・分譲用マンションの開発・仕入及び販売を主体とする不動産事業の単一セグメ

ントであるため、記載を省略しております。

 
(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成25年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成26年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 31円68銭 27円07銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 558,888 558,976

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 558,888 558,976

    普通株式の期中平均株式数(株) 17,639,642 20,647,091

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 30円59銭 27円07銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) － －

    普通株式増加数(株) 3,142 728

 
希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要
 

－ －

 

(注)　 当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純損益金額、普通株式の期中平均株式数及び潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第17期（平成25年７月１日から平成26年６月30日まで）中間配当について、平成25年12月12日開催の取

締役会において、平成25年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　82百万円

　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 4円00銭

　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成26年３月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成26年５月８日

株式会社アーバネットコーポレーション

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 山 　本　 哲　 也　 ㊞

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 高　 津  知  之　 ㊞

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社アーバネットコーポレーションの平成25年７月１日から平成26年６月30日までの第17期事業年度の第

３四半期会計期間(平成26年１月１日から平成26年３月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年７月１

日から平成26年３月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、

四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アーバネットコーポレーションの平成26年

３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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